






































ボードレールが感嘆した \'ls lO nnalre としての恐るべき創造の秘密が，パルザ y ク白身
にも「説 IJJ~ のつかぬもの」として語られ， しかもそれゆえ一層生々しく迫るものを持つO
こうした伝記的興味のほかに，主人公ファチーノ・カーネの黄金熱もまた評家の注目す























た。 (p. 1019) 
という言葉が，はるかに後半ファチーノ・カーネが身の上を語り出す最初の言葉，




























あろう。語り子のいわゆる seconde vue は ファチーノ・カーネの隠れた黄金をさえ見通










るのである・・・。 (p. 1025) 
ここは碓かに語り手のいわゆる seconde vue の能力を検証するものであるが，その眺め








和、の J:鬼は，このクラリネット|吹きの身体を通り抜けた。ヴァイオ 1) ンもフラジョレッ
トも，ありきたりの古人の顔で，緊張 L ，あちこち ä芯、を払い陰気だったが，クラリネ
ットのそれは fllJ か芸術の士ベJf守人をはっと叫える体のものであった。 (p. 1022) 
そこでこの宵 11 の来(ll!iの表Ij1ì ，態度が刻印!にJA111: される。 f/t は視線の付象である。つま
り泊り子の幻制力 lヰ111むする lj 11 き此金に丸l する呉市な幻視を1' 1覚するにもかかわらず，フ
ァチーノ・カーネは，「見る人」ではなく「見られる人」なのである。しかもそれは老いた
彼のみならず噌二卜寸ーの背春を tiJi る|努にもl\iJ じなのだ。 fl'{ が愛人ビアンカと逢引きのさ It l ‘
「夫が人の不立を襲J )のであるし， (p. 102ö) ヴェニスを逃亡して後，再び持 p戻って
彼女の本(ニ141 われることになっても，今度は恋敵の十)tD交官が「二人の様子を街L h，寝床に
いるところを不芯、打ちする」のである。 (p.1027) 防 iiW空しく執政官とその配|てにおlì持され
る F祭の .1 白訪t をファチーノは次のように語る。



















金貨の音が聞えた。日の前に金貨が見える。ダイヤで目も H玄む./ (p. 1028) 
と叫び，少しく掘り進んだ壕の壁の穴からヴェニス共和国の財宝を垣間見る場面，
{農が穴に目をしっかりとつけた時，どんなに鳴いたことか。地下平の羽目板のところ
にいたが，微かな光で金の山が見えたのだ。 (p. 1(28) 
そして実際，財宝の隠されてある部屋に忍び込むことに成功し，「金貨ではちきれんばか












が。 (p. 1030) 
金を見る執念が，逐には失明に至らしめることを予感する上の言は，語り手の seconde
vue が狂気へと向うとする懸念と通ずるものがある。しかし，語り手のそれが人生の有り



















で最も特徴的な cécité に注目したい。彼が語り手の青年の関心を惹くその第一は cécitéで、
ある。青年は「知的な会z活は cécitéである方がはるかに速やかになるJ (p. 1025) と老楽師
に深い|白l情を示す。巨7jの笛に酔っていたH寺，ファチーノは「突然 cécité に見舞われ」る
17 
のである。 (p.1030) 更に身の上話を語り了えた盲目の老人は，「目は見えずとも malgré ma 
c馗 ité ，ヴェニスヘ行こう /J と声を高める o(p.1030) つまり céc itéは，物語の展開に常




ジョレ y トでもなく， Cで始まるクラリネットを奏し，クラリネットの名で呼ばれるので
ある。また彼は演奏中， しばしば canards という調子外れの音を出して語り手の注意を引
き，そのことで仲間から Père Canard と呼ばれる。更にファチーノ・カーネの下る獄は
ほとんど常に cachot と表現され， prison , géole の語の例を見ない。彼が cacher の語を
頻繁に口にするのも，先に説く「見られる人」の意識とともに，やはり一連のCの持つ形












にバルザックは nomen est omen を心に銘じていた作家のように思われる。主人公の名を
書き綴れば，先に説いた C の文字が，次第にその比重を増すように配置されるのだ。つま





ダンテの石'/T像を思い描けばよい。ケンケ時の赤いUH りに n告らさ ~1 てを~{白の髪の毛が
その上にのっている。 (p. 1022) 
青年をうながして二人だけカフェを n~ ， サン・マルタン運河とセーヌを結ぶ橋に至って
18 
腰をおろし向い会う場面で，語り手は，
老人の白い髪が，ちょうど銀の糸のように月の光に輝いていた。 (p. 1026) 
と記す。これはファチーノがその欲望とは逆に，金ではなくむしろ銀のイメジに包まれ
ることを示していよう。 Orは文字通り黄金であるが，錬金術上ではのと示される。ところ














caneがラテン語の caneo，或いは canus と通じて，彼の白髪と重なり合うことに注意した
い。最愛の人ピアンカもまた自の意を言う。語り手は老人の告白を聞き了えて一篇の詩の
如き感動を得るが，それは「その真白い頭を目のあたりにして」なのである。 (p.1031) C 






















ああ，これで{農は人を見出したわけだ / (p. 1031) 
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NOTES. 
1) Balzac. F，α cino CUllC in La C011l鰾ie humainc tome VI de l'釘L de la Biblioth鑷ue 
de la Pl駟ade. p. 1019. 以下本文を ~IJ刊する際は末尾に只数を付す。
2) Albert Béquin , Bα lz αc ， lu ('t 1" clu. 自1. du Seuil. 1965 , p.154. 
3) Andr? Lorant,“Introduction" ? Facino Cllne du tome VI de Lα Comédie 
humα in(' ， p.1017. 
4 )このヴェニスの脱獄について， Casanova r回想録」に拠ったとする説がある u
20 
Marie-Claude Amblard , L'Oeuvre f，αntα stiq，ue de Balzac , éd.Didier , 1972 , 
p. 152. 但し A. Lorant は，バルザックの友人 Visconti の語ったーヴェニス人の物語
を紹介している。いずれにしても，ヴェニスは当時のイタリア趣味にのった枠組みに
すぎないのではないか。
5) Andr? Lorant, op. cit. , p.1013. 
6) Cf. , Serge Hutin , L'Alchirnie , “ Qu e s a i s -j e?" , 1971. 
7) Balzac , Eug駭ie Grandet in Lα Comédíe humα ine tome III, p. 1036. 
8) Cf. , Ad de Vries , Dictionary of Symbols and Imagery , North-Holland Pubｭ
lish ing Company , 1976. 
